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13）『農業生態』154 ～ 155頁。1997 ～ 2006年までの単位面積当たりの窒素投入量は，国際的に公認されている上
限を超えている（同書，249頁）。さらに2005年の中国の化学肥料総使用量は4,766万㌧で，世界の約35％を占め
ている（『産業発展』129頁）。
14）『産業発展』145頁。
15）中国の農薬生産量は，1989年の10.62万㌧から1997年の39.45万㌧に増えており（『総合開発』231頁），輸出
比率を考えなければならないとはいえ，中国の農薬使用量の大幅な増加が予想され，江西省も同様の傾向と考
えられる。
16）『農業生態』192頁。2003年の水土流失面積をレベルに応じて分類すると，強度の水土流失が13.1％，中程度
が22.9％，軽度が63.9％である（同書，248頁）。それが2006年には強度の水土流失が14.5万㌶（30.5％），中
程度が15.4万㌶（32.4％），軽度が17.6万㌶（37.1％）で，水土流失面積は4,750㎢に増えるとともに，強度・
中程度の増加が目立つ（『総合開発』58頁）。
17）『開放型経済』258頁。
18）『産業発展』102頁。なおここで1954 ～ 95年の湖水域の減少を1,300㎢としているのは，「退田還湖」政策が
1998年以降であるため，自然要因による湖水面の回復があったとも考えられる。
19）同前書，39頁。
20）『総合開発』85頁。
21）同前書，68頁。
22）『生態農業』93 ～ 96頁。
23）『開放型経済』26頁。
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24）『水量分配』166 ～ 168頁。
25）『生態経済区建設』61頁。
26）『総合開発』88頁。
27）同前書，195頁。贛江をはじめとする五大河の水質を良好とする評価もあるが（『生態経済区』10頁），「九五」
期間，主として総リン・過マンガン酸塩などの汚染物質が贛江南支口に出現しているという指摘は具体的である。
28）『農業生態』194頁。血吸虫病には急性・慢性・晩期・異位の₄種類があるが，湖区ではミヤイリガイと接す
る機会が多いため急性が多い（『気候変化』137頁）。
29）『農業生態』208 ～ 209頁。
30）同前書，213頁。家畜飼育のコストの厳しさは，2010年₄月の豚肉価格が₁kg9.5元であるのに対して，生産
原価が₁kg10.2元と原価割れ状態にあることからも分かる（『産業発展』130頁）。
31）『開放型経済』306頁。
32）『産業発展』52頁。
33）『生態経済区』12頁。
34）『生態工業』11頁。
35）同前書，21頁。
36）同前書，24頁。
37）『農村発展』120 ～ 127頁。
38）『生態経済区』257 ～ 259頁。
39）『生態経済発展』75頁。
40）『開放型経済』28頁。
41）『生態経済区』113 ～ 114頁。
42）同前書，269頁。
43）同前書，272頁。
44）『開放型経済』88頁。
45）『農業生態』197頁。
46）『農村発展』83頁。
47）1990年代より生まれてきた新たな貧困の原因として，子どもの大学への進学に多額の支出をすることがあげ
られている（同前書，97 ～ 98頁）。また江西省に中でも湖区農民の平均寿命は都市より₆歳近く低く，妊婦死
亡率・乳幼児死亡率は都市の₃倍であり，病気による貧困への転落は貧困原因のトップとなっている（『産業体
系』24頁）。
48）『生態経済発展』70頁。
49）『産業体系』22頁。
50）『生態経済区』181頁。
51）同前書，185 ～ 186頁。
52）『開放型経済』112頁。
53）同前書，53頁。
54）『産業発展』80頁。
55）同前書，159頁。
56）同前書，118頁。21世紀に入って鄱陽湖周辺の12県区から直接流入する工場廃水・生活汚水は年間₂億㌧に達
している。
57）『生態経済区』56頁。
58）同前書，20頁。
59）同前書，276頁。
60）『生態工業』38頁。
61）同前書，78頁，129頁。
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62）『生態経済区』147頁。
63）『産業体系』149頁。1998年より2006年にかけて鄱陽湖地区の工場廃水は42.9％増加した（『生態経済発展』179頁）。
64）流失率を80％として，2006年の湖区からの化学肥料の流入量は，40.88万㌧，農薬の流入量は2.34万㌧と推
定されている（『生態経済発展』179頁）。
65）『総合開発』61頁。
66）『産業発展』44頁。
67）『生態経済区建設』122頁，127頁。
68）『生態経済区』96頁。
69）『生態経済区建設』66頁。
70）『産業発展』125頁。
71）『生態経済区』300頁，302頁。
72）『水量分配』185頁。
73）『生態工業』30頁。
74）『総合開発』250頁。
75）『気候変化』47 ～ 48頁。
76）『総合開発』67頁。
77）『四大家魚』42頁。
78）同前書，63頁。
79）『開放型経済』260頁。『四大家魚』49頁。
80）『四大家魚』18頁。卯田宗平「中国における環境史研究の可能性－生産技術からみるミクロな人間－環境系」
（水島司編『環境と歴史学』勉誠出版，2010年，所収）は，鄱陽湖における鵜飼い漁を伝えているが，現実に
は電捕船による不法漁法が伝統的な漁法を駆逐している。
81）『総合開発』269頁。
82）『四大家魚』72頁。
83）同前書，92 ～ 93頁。
84）『湿地和水鳥』は，その詳細な報告書である。
85）鄱陽湖の周辺にある養殖用の湖は，水位変化が小さいため天然の食物に乏しく水鳥は少ないが（『湿地和水鳥』
152頁），適度の水位変化が湿地利用につながれば，鳥類の多様性の可能性を高める（同前書，166頁）と考えら
れている。
86）『農村発展』134頁。
87）『生態経済区』185頁。
88）『開放型経済』172頁。
89）同前書，164頁。それでもこの生態経済区の中のGDPの面では，観光業は10％を超えており，発展させる必要
がある（『生態経済区』131頁）。ただし，ホテルやレストランから出る生活排水は全体の16％を占め，ゴミ類の
増加も目立っている（『産業発展』135頁）。
90）『総合開発』56頁。
91）『生態経済区』354頁。
92）『生態経済区建設』147頁。
93）『産業発展』145頁。
94）『気候変化』49頁。2000年以来，速成の柳を植えるブームが湖区に広がった（『生態経済区建設』64頁）。
95）『産業発展』52頁。
96）『生態経済区』374頁。
97）『生態工業』136頁，138頁。
